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二条大麦新品種「ニューゴールデン」について

中山　保・増田澄夫・川口数美・山野昌敏・斎藤忠男

北条良夫・藤平利夫・沢畑　秀・米内貞夫

1　緒 言

　わが国で二条大麦の栽培をみるようになったのは比

較的近年のことである。すなわち，明治初頭ビーノレ工

業が興るとともにその原料供給を目的として作られた

のがはじめで，それ以前には在来種も存在しなかった

といわれている。したがってこの時の栽培ばすべて外

園から導入した品種についてはじめられている。

　しかしながら，導入先での麦作はほとんとが春播で

あったため，北海道は別としても，秋播しか行なわな

い内地の風土に適するものは少なかった。ただその中

にあってゴールデンメロンだけがきわめて良い成績を

示し，明治末期には北海道から鹿児島まで34府県にお

いて栽培されるに至った。その後も各府県の農事試験

場あるいは醸造会社等によってこの品種の純系分離が

すすめられ，我が国のビーノレ麦作はすべてこのゴール

デンメロン系品種によって形作られることとなった。

　これはこの品種が従来の六条大麦にくらべて，かな

り多収の上耐寒性も強く，広い適応性を有していたと

同時に，粒が豊満で穀皮が薄い等醸造上有利な性質を

具えていたことによるのであろう。

　しかしながら，熟期がきわめておそく，桿が高い点

は栽培上の立場からは不利で，この点の改良を目的と

した育種が大正末期より醸造会社の手によりはじめら

れ，戦前には博多2号が戦後にはアサヒ5号・アサヒ

19号・改良二条種・関東中生ゴール・向陽等が育成さ

れた。しかし博多2号・向陽を除き，いずれも醸造上

の品質が劣りビーノレ原料として不適当とされ，結局最

近に至るまでゴーノレデンメロン系の品種が栽培の中’腿

となっていた。

　しかし戦後ビール麦の需要増にともなって栽培が増

加するにつれ，上記の長桿・晩熟の欠点は耕作上，ま

たは経営上大きな支障となりこの点の改良を望む声は．

さらに大きくなった。ここでわが国一のビール麦生産

県であった栃木県は昭和29年に農業試験場薬師寺分場・

（現南河内分場）を設置し，ビール麦の品質改善とと

もにその品種改良試験に着手した。その後，昭和32年

にはこの品種改良部門は農林省の育種指定試験地とな

り全国を対象とした品種育成を行なうこととなって今一

日に至った。

　この間の主要育種目標は早生，強桿，良質にあった

ことはいうまでもないが，当場で育成された「関東二

条1号」はこの点を満足するものの一つとして1965

年（昭和40年）二条大麦農林1号として登録，「ニユ

ーゴールデン」と命名され，栃木，群馬，長野の各県一

において奨励品種に採用された。ここにその育成経過．

と特性ならびに適応地帯等について報告する。

　なお，本品種の育成にあたり，系統を移譲された麦

酒酒造組合ならびに地域適応性および特性検定に御協・

力をいただいた関係都府県農試に対し，深甚な謝意を

表する。

Ⅱ　育成　経過

　交配～F3世代：　1951年（昭和26年）春，日本・朝1

日麦酒株式会社編成の大麦研究班によって「エビス」

を母とし「アサヒ19号」を父として人工交配が行なわ・

ゴールデンメロン…
…金子ゴールデン－エビス

四　　　　　石…

大　　正　　麦－
愛知早生ゴールデン5号

アサヒ19号

第1図　　ニューゴールデンの系統図

ニューゴールデン

ン

純系分離

人工交配

自然交雑

Ｃｈａｖａｌｌｉｅｒ－Ｐｒｉｏｒ－南濠州シバリー－

ゴールデンメロン
ゴールデンメロン

愛知早生ゴールデン13号
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第1表　両親の特性

品種名

エ　　ビ　　ス

アサ．ヒ19号

出穂期
て月日）

4．23

4．23

成熟期
（月日）

　＊

6．6

桿長
　（oの

85

＊1

6．l　I　gl

　I

叢性

中間

中問

鯉雫鍍

　　1矢羽根1直

矢羽根 やや直

葉鞘の葉耳の

着色着色

やや淡

やや淡1

中

中

芒色

中

ム

の
閉

芒
開

やや開

やや開

芒の葉鞘の
粗滑蝋質物

やや粗 極多

やや粗極多
　　

の
狭

葉
広

中

やや広

の
閉

株
開

閉

　注：＊凍霜害によって成熟期がみだれている。

．れた。

　育種目標はゴーノレデンメロン系品種の早生化にあり

両親にはいずれもこれらの品種よりかなり熟期の早い

しかも桿の短いものが用いらこている。すなわち，エ

ビスもアサヒ19号もゴーノレデンメロン系にくらべて約

r7日早熟で，かつ桿長も20～100擢低い。

、

閉

　F、世代以後F3世代までは日本麦酒株式会社の成城

麦酒大麦試験地圃場において同班によって養成・選抜

が行なわれた。すなわちF、では50個体が栽植養成さ

れ，F2では2，000個体が栽植され，早生・短稗の200，

個体が選抜された。

第2表　　育成経過一覧表

年 次

1950（昭25）

ユ951　（昭26）

1952（昭27）

ユ953　（昭28）

ユ954（昭29）

、1955　（昭30）

ユ956（昭31）

．1957　（昭32）

．1958　（昭33）

．ユ959　（昭34）

．ユ960（昭35）

ユ961　（日召36）

1962（昭37）

1963（昭38）

1964（昭39）

1965　（日召40）

世代

配
1
2
3
4
5
6
7
8
9
⑳
U
蛇
B
M
蔦

交
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

供　　試

統
数

系
群

〔44〕

8
　7

　7

6
6

　6

4
　3

　3

　3

系統数

3
5
8
6
8
1
2
6
0
5
5
5

9
2
4
3
3
3
3
3
2
1
1
1

R
》
「
⊥

選　　抜

系統数個体数

0
5
8
6
7
6
6
6
4
3
3
3

0
2

へ
∠
「
⊥

試　　験　　場　　所

50

50　1

2，000

8
6
8
1
2
7
0
5
5
5

4
3
3
3
3
3
2
1
1
1

日本朝日大麦研究班（成城）

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃
栃木県農試南河内分場（南河内）

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

備 考

薬系19

関東二二条1号命名

ニューゴールデン命名

　F3では200系統の栽植系統中分離の少ない早生・短

程44系統593個体が選ばれた。この種子は個体毎に折

半され一部は同班のもとで一部は栃木県農業試験場薬

1師寺分場（現南河内分場）に移管されて育成が続けら

．れた。

　F4世代以後：　1954年（昭和29年）秋，移譲された

1前記系統は薬師寺分場圃場にF4・44系統群・593系統

．として栽植されたが，これらの系統間の変異はかなり

1．大きかった。すなわち，熟期についてみると両親より

さらに早いものからゴーノレデンメロン系品種に近い晩

，・生のものまでに分かれ，とくに穂型についてはエビス

型の短穂からゴーノレデンメロン系品種をしのぐ長穂の

ものまで存在した。選抜は供試材料を拡大する意味も

あって，系統群にはあまりとらわれずにこれら各型が

含まれるように行なわれ，この結果125系統が選出さ

れた。

　F5世代においてはこれら系統中より熟期の早い短

桿の7系統と熟期の点ではやや遅れるが，穂のきわめ

て大きい，桿の太い多収を思わせる1系統が選ばれ

た。この系統が後の関東二条1号である。

　F6世代において生産力検定予備試験に供されたが

未曽有の凍霜害のためF7で再検討がなされるととも

壽
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に，薬系19として県内各地において適応性の検定が行

なわれた。この結果早生の割合に穂が大きく，大粒で

収量の多いことが認められ，関東二条1号と命名され

て，生産力検定試験に供試され地方適否が検討される

・こととなった。

また，Flo～F12世代においては小型製麦試験機に

．よる麦芽品質の検定が，F、3世代においては醸造会社

　　　　　　　　第3表

において大量醸造試験が行なわれ醸造適性が確められ

た。

　　皿　ニユーゴールデンの特性

形態的特性：　ニユーゴーノレデンの特性を普及上の

比較品種である栃木ゴールデンメロンと比較して示し

たものが第3表および第4表である。

ニユーゴーノレデンの特性（1）

品　 種　 名

ニユーゴーノレデン

栃木ゴーノレデーメロン

年次 出穂期
　 （月日）

成熟期
（月日）

1958　4・261
1959　　　5．　　　l　　

1960 　4．　29　
　
1961　　4．　29

1962　5．　3
1963　　4．　　25

1964　1　5．　　ll

5．31
6．　8

6．　1

6．　3

6．ll
6．　2

6．15

平均15・1 6．　6

1958　　4．　　30

1959 5・　4

1960　　 5．　　4　

1961 　5．　　3

1962 　5。　　8

　
1963　5．　2

1196街5・17

稗長（e鴛），

「
⊥
「
⊥
つ
9
Q
u
6
3
∩
》

9
9
9
9
9
9
9

平均　5．6

93

6．　5

6．　9

6．　2
6． 5

6．13
6．　5

6・18

ll7

122

113

119

125

115

107

6．　8　 117

穂
（
，鍔鱒轡

7。8i
7．1

7．5

7．41
7．6

7．3

7．2

286

445

331

527

375

368

422

7．5　 393

6・8

6・gi
7．3

6．6

7．3

6．9・

6．4

323

521

360

556

497

400

518

6．91454
　．」

』一一 『『

2重
（9）

675

693

652

614

626

677

626

652

重
の

粒
（

千

46．0

41．8

41．5

36．7

39．4

44．8

36．4

40．9

711

689

636，
633

565

675

615

44．8

40．0

37．8

33．7

32．2

44．5

33．6

646　38．1

倒伏
程度

ム
ム
多
中
ム
ム

ム
ム
甚
甚
ム
少

第4表　 ニユーゴーノレデンの特性（2）

品　種 名1叢性
　1

ニユーゴーノレデン　 中間

栃木ゴールデーメ
ロン’

中間

の
色

鞘葉
着

の劇－
　
垂

穂
下

　
型

　
穂

　　 　
1矢羽根1直　1やや淡

1　1　il矢羽根順1やや濃

葉耳の

着色

やや淡

やや淡

芒色
1芒の芒の康鞘のト葉の
開閉　粗　滑蝋質物広狭

中

11やや濃

中

中

やや粗

　　

やや粗

極多　中

極多隔
　き

株の
開閉

やや閉

やや閉

注：育成地における’59～’64年度の平均

　　　　　　　第5表　　ニユーゴーノレデンの特性（3）

品　 種　 名

ニユーゴーノレデン

栃木ゴーノレデンメロン

縞萎縮病1
　　1（栃木）1（愛媛），

弱　 強

弱　 強

（山口）

　
　
病
内

腐
河

株
南

　
（

弱

弱

やや弱

中

赤かび病
（高知）＊k鹿屋）葉

　　
13．l　　l　l．55
　

　レ

苦土欠
抵抗性

（南河内）

中

　「
10◎．ll’14』

懸
．中

　1
中iやや強

1

強桿性

（埼玉）

やや強

弱

注：　’60～’63年度の成績から判定した。　（　）内は試験実施場所である。＊罹病粒率　＊＊被害率

る
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φ

昏

　これによると，ニユーゴーノレデンの叢性・穂型・穂

・の下垂度・株の開閉などは比較品種と変らず，また，

葉鞘の着色・芒色がやや淡いほかは葉・芒の諸特性も

「同じである。

　桿長は比較品種より約200鴛低く，桿の太さはやや太

く倒伏しにくい。穂は長大で粒着密度は変らないが 一

穂粒数は2～4粒多い。

　穂数は比較品種に比べてやや少ない。粒型は比較品

種と同じであるが，粒大はややまさり，14重・千粒

重ともにやや重い。

　このように一穂粒数が多いこと，そして程が低く太

く倒伏しにくいことが，栃木ゴー・ノレデンメロンに比べ

｝て穂数は少ないが多収を示す大きな要因となっている

、。ように考えられる。

　生態的特性：　両親は春播型の早生品種で茎立は早

一く，毎年寒害あるいは凍霜害を受けているが，ニユー

・ゴーノレデンの茎立は両親よりかなり遅く，比較品種と

、．同じかやや早い程度であって凍霜害に対して安定して

・いる。

　また，耐寒性は現在作られている醸造用品種のなか

でもっとも強いといわれているゴールデンメロン系品

は種と同程度で，これらの品種を栽培している地帯で

充分越冬する。

　ニユーゴーノレデンの熟期は両親より遅いが比較品種

より2～3日早い。

　穂発芽性はやや難で栃木ゴーノレデンメロンが立毛中

長い降雨に遭遇するとよく穂発芽するのに比べて，こ

のような現象をみることは少ない。このことは，両品

種の休眠性の程度の差に関連しているものと考えられ

る。

　なお，特性検定試験の成績は第5表に示すとおりで

ある。これによると縞萎縮病，株腐病，赤かび病など

の耐病性および苦土欠乏，燐酸欠乏などの抵抗性につ

いては栃木ゴーノレデンメロンと同程度で改善されてい

ない。しかし，ニユーゴーノレデンの強稗性は栃木ゴー

ノレデンメロンに比べてかなり強くなっている。

　品質：　原麦の品質についてみると選粒歩合はいず

れの年においてもニユ・一ゴーノレデンが栃木ゴーノレデン

メロンを上まわり，平均で13％高い値を示している。

これは前述したようにニユーゴーノレデンの粒の大きい

第6表　品質調査成績

、

・r品種名

ユ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン

、，』｝

栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン

年次

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964

平均

原 麦

選粒歩簸）、墾貌）i粗蛋白暢

92．3

73。1

74．2

55．5

80，2

92，9

フ4．7

77．6

1958

1959

1960，

1961

1962

1963

1964　1

平均，

91，7

63．4

57，7

40．4

47．4

93．0

58．7

8．3

6．3

7．9

9．1

8．9

7．8

8．7

11．8

11．3

11．8

11．7

13．6

11．8

12．6

8．1 12．1

8．5

7．1

7．6

8．6

9．5

7．9

9．3

11．1

12，2

11．7

11．9

15．4

12．7

13．1

64．6 8．4 12．6

麦 芽

王キズ収量
　　（％）

74．9

78．0

80．1

76．8

80．6

78．6

75．8

79．1

79．3

75．6

78．2

77．6

万
恥一

W
一
【
一
一
【
56

遷
　
　
　
　
　
2

酵「
　
　

サ

り
　
　

　

　
　

皿
）

度
㊧

速
㎜
［
珀
盟
1
9
2
0
1
8

過一
炉
　
ゴ

21

9
0
4
7
5

、
⊥
2
1
「
⊥
「
⊥ 287

17

注：　＊2・5鋸膨以上（以下同じ）



14

ことに起因していると思われる。また，年次変動をみ

ると栃木ゴーノレデンメロンは天候の不順であった1961

・62・64年等においては低い値を示したのに反し，ニ

ユーゴールデンはさほどの低下を示さず，きわめて安

定している。これは前者が長桿で倒伏しやすく，また

晩熟のため登熟障害を起しやすいのに反し・後者では

強桿で倒伏しにくくかつ熟期の早まっていることが有

利に働いたと考えられる。

穀皮歩合については両者の間にほとんど差はみられ

ない。粗蛋白含量についてもほぼ同等とみられるが，

配布先の成績をみるとニユーゴーノレデンの方がやや低

い値を示している例が多い。

このように原麦については，ニユーゴーノレデンは比

較品種よりむしろすぐれた成績を示している。

つぎに小型麦芽試験機による麦芽の特性についてみ

ると，もっとも重視されるエキス収量は比較品種にく

らべてほぼ同等である。濾過速度は，ややおそく，酵

素力については1年次の成績であるが，比較品種に比

らべやや低い数値が得られている。
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ユ6

粗

14
蛋・

白

含12

量

工0

ABCD、EFGH工JKL夙MOPQRS
　　試　　　駿　　　地

第3図
注1：

注2＝
注3：

　試作都県における粗蛋白含量

‘61～‘62年度奨励品種決定調査成績，ただし・・

A，BおよびL～Sは‘62年度のみの成績
N，ニユーゴーノレデン，C対象品種

試験地：　A宮城，B福井嶺南，C茨城，D
栃木黒磯，E栃木，F栃木佐野，G栃木鹿沼l
H群馬，1埼玉入間川，」千葉，K神奈川，
L神奈川相模原，M東京，N長野，O滋賀，

P奈良，Q兵庫，R島根，S鹿児島

第7表　　育成地における収量成績

標 準肥栽培
品種各年次1子

　1958
二　1959
ユ11960
1　
ゴ l961

1 1962
ノレ

デ 1963

ン lg64

実 重r上麦重襲
σ当
（聖）

35．6

38．3

36．8

45．5

36．5

44．2

35．2

多　肥 栽　培

　　　1子実重量1上
　　　1比郵望剥比率 橘

麦重

平均　38．9

∩
0
　
9
　
∩
V
　
1
　
2
　
3
　
4

【
D
　
【
D
　
6
　
6
　
ハ
0
　
6
　
6

Q
》
　
9
　
9
　
Q
》
　
Q
》
　
Q
》
　
Q
》

l
　
l
　
「
よ
　
「
∴
　
l
　
l
　
「
↓

栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
メ
ロ
ン

平均，

38．1

38．1

34．5

38．8

23．5

45．4

29．O

35．3

　　　　レ93n●δ　　32。9　1　　　94　1

　　　1100n・si28．01116 45．7

　1　　1　　lO7n●s　　27．3　　　　142　、　39．9

117＊125・31161145・O
l55＊　　　　29．3　1　　264

98n・s 4・．1195

　ヒ121＊i26・3i　l551

　　llO

100

100

1QO

lOO

lOO

lOO

lOO

100

．3…い27143・5

34．9　1　　100　　　　　－

24・1…100126・8
19．31100…37．5
・5．7巨・・138．6

11．ll　100　　－
　l　　I43・211001－
　　　17．0　　　　100　 　　　一

　123・6 100　34．3

　一

比到傭
　1　　 　　　　

　ll71＊　　ヒ　24．2

106n・Sl　31．7

ll7＊

127

100

100

100

100

20．6

25．5

6．9

19．2

13．2

13．1

比率

350

165

156

224

100

100

100

100

少　肥　栽　培

子実重量
・σ当

（κ9） 比重

上麦重

33．1

25．2

35．2

29．5

31，1

18．9

32．4

27．5

σ当
（κ9）

欝●囎l

　I109n●s！　29．9

107

100

100

100

100

24．1

18．4

13．4

22．1

18．0

比率

146

116

135、

132

100

100

100・

100

’

注：播種期10月25日。多肥栽培は標準肥の50％増，少肥栽培は標準肥の50％減
　試験方法，’58，’64年度は2回反覆，’59，’6Q，’63年度は3回反覆，ヲ61，’62年度は4回反覆乱

　塊法，n・sは有意差なし，＊は5％水準で有意差あることを示す。
　襲は子実重×2・5彿魏以上の選粒歩合である（以下同じ）
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W　収量および適応地域

　育成地における収量成績は第7表に示されている。

』標準栽培におけるニユーゴーノレデンの7ケ年平均収量

は4当38・9吻で，比較品種にくらべて10％増収してい
・る。

　ところでビーノレ麦は醸造用原料であるため穀粒の規

格がきびしく定められ，2．5鋸魏以上の粒でなければ醸

．造用麦としては認められない。したがってビーノレ麦と

しての収量を論する場合には子実重に2．5㎜以上の粒

・の割合，すなわち選粒歩合を乗じて得られる上麦重に

牝ついて検討しなければならない。この点についてニユ

ーゴーノレデンと比較品種とを比べてみると子実重の場

・合よりさらに両品種の差が明瞭に認められる。すなわ

』ち，ニユーゴーノレデンの上麦重が4当り30．0κ9に対し

’て比較品種では23．6砲であり，その増収率は27％とな

一る。また，比較品種の7ケ年の上麦重は，4当り1Ll

陶～34・9吻と巾広く分布しているのに対してニユーゴ

ーノレデンでは25．3吻～41．1κgで年次変動が小さい。こ

のように，ニユーゴ・一ノレデンは多収であり，しかも不

良気象条件下においても極端に減収することがなく，

かなり安定した収量が得られている。

っぎに異なる栽培条件下における成績についてみる

と比較品種では多肥条件下の子実重は標肥条件下のそ

れにくらべ減少しているのに反し，ニユーゴールデン

ではかなり増収となっている。上麦重についても多肥

条件下での比較品種の減収はいちじるしいがニユーゴ

ーノレデンの場合には標肥条件下にくらべさほどの差は

認められない。このことは栃木ゴーソレデンメロンでは

増肥すると子実重が減少し，そのうえ選粒歩合が非常

に低下するのに対して，ニユーゴールデンでは子実重

は増加し，選粒歩合があまり低下しないことによるも

のと考えられる。

第8表　　配付先における成績

県 名

A 宮 城

宮城古川

宮城岩沼

福 島

福井嶺南

茨 城

栃木本場

栃木佐野

栃木黒磯

栃木鹿沼

群馬本場

期
印
4
1

踊
唄
監

　
一
ン
号

名
7

　
・
テ
ー

　
万

　
＝
直

種
～
　
ヨ
ン

　

一

　
　
　
リ

　
　
ユ

品　

ニ
キ

ン
号

デ
　
ー

レノ　
直
、

【
．
！

コ
ン

戸　
リ

ユ
ニ
キ

ン
号

デ
　
ー

ル
p
直

コ
ン

戸　
リ

ユ
ニ
キ

ン
号

デ
　
ー

ル
【
庖

ゴ
ン

【　
リ

ユ
ニ
キ

ニユーゴーノレデン
栃木ゴーノレデンメロン

ニユーゴーノレデン
栃木ゴールデンメロン

ニユーゴーノレデン
栃木ゴーノレデンメロン

ニユーゴーノレデン
栃木ゴーノレデンメロン

ニユーゴーノレデン
栃木ゴーノレデンメロン

ニユーゴーノレデン
栃木ゴールデンメロン

ニユーゴーノレデン
栃木ゴーノレデンメロン

5．3

5．10

Q
》
2

　
1

R
》
【
D

ワ
孟
「
ふ

　
15

5 ∩
∠
6

5
ロ
リ

4．27

5．2

4．25

5．1

4．26

5．2

4．30

5．5

9
（
∠

24
翫

「
⊥
85

5

成熟期

．⊆月日）

6．15

6、181

6．13

6．19

6，19

6．26

6，12

6．16

8
0

　
ー

ハ
Q
な
U

5
Q
》

ハ
0
6

戸
O
Q
u

ρ
》
6

3
Ω
∪6

6 Q
》
2

　
ー

ハ
0
6

¶
⊥
4

3

5
66．8

6。11

　　　　i　　　　l子実重1上麦重1
騰團瀞劃備
45．4　108

41．9　100

40．3

35．0

考

115
　　1961～62年
100

33．ヨr ・・4132．61∫641
　 　 　　　　　l962年32・・い。・i3・・81…1

32．O 68129．41721
47．4レ、。。14。．6i、。dl962年

　　　 　　　l　　　！

32。5，　90

36．3i　　lOO

ll：ll鵬：l

　　　I
　　　ξ36．9　　　118　　33．6

　　　1
31・lt　lOOl23・5

」

洲
1962年

　し1701

　11962年100
　』
1431

　11960～63年
100i

42．3

39．2

　　　 　　　ア
1器：1111i’95a60～63年

　　　 　　I　　r36．8　　　1161　31．81　　1171

31・81
1・・i27・l！．39・岬’60～62誓

　l　　r39．g　　l101　29。5　　152

　1　1蔓至・21100い9・4i 100
1958，60～63年

43・51・2剣34・8・・5il96。一6、年

35・4昼oot3212100i
　　　l　　　　　　　Ill：ll1器1欄’96’～63年
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県 名

埼玉玉井

埼玉入問川

千 葉

東 京

神　奈　川

品　　種　　名

ニユーゴーノレデン
1
ゴ ーノレデンメロン埼玉1号

ニユーゴーノレデン
ゴールデンメロン埼玉1号

ニユーゴーノレデン

関東晩生ゴール
ニユーゴー・ノレデン
栃木ゴーノレデンメロン

出穂期

（月日）

4．23

4．27

4．29

5．4

4．23

4．28

5。4

5．12

ニユーゴーノレデン
栃木ゴーノレデンメロン

　　　　　ニ　ユ　ー　ゴ　ー　ノレデ　ン神奈川相模原　
　　　　l栃木ゴーノレデンメロン

山
梨1
　　ニユーゴーノレデン
　i栃木ゴーノレデンメロン
　1

　　　　1ニュ＿ゴ＿ノレデン
長野本場1
　　　　1関東晩生ゴーノレ

長野下伊那

京

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．

ニユーゴーノレアン
　関東中生ゴーノレ

　 　　　　　　　サ
　 　ニ　ユ　・一　コ　ー　ノレ　デ“　ン
都l
　l栃木ゴールデンメロン　1

滋 ン
生

デレ

ノ
中

Fゴ
一
賀

ユ
ニ
滋

賀

奈 　　ニユーゴーノレデン良

　　交　　　　　　　A

大 阪1ニユ陣ゴーノレデン
　1スワンハノレス

兵 ン
ス

テ
レ

　
ノ

レノ

　
ペ

【
ノ

ゴ
　
ン

【　
ワ

ユ
ニ
ス

庫

ン
ス

デ
レ

　
ノ

レノ　
ペ
【
ノ

ゴ
　
ン

皿
陶　

ワ

ユ
ニ
ス

　
馬

液一
庫

「
兵

岡 　　ニユーゴーノレデン山

　　交　　　　　　　A

岡山津山 ニユーゴーノレデン
交　　　　　　　A

鳥 ン
A

デル【ゴ陣ユ
ニ
交

取

R
》
2

2

4
a つ

》
ワ
4

5。

5

4．29

5．6

只
》
Ω
》

R
》
【
○

4
ハ
∠

5。

翫

0
9
3
2

4
∠
コ

4．28

4．29

4．25

4．25

5
R
》

R
》
R
》

2
R
》

R
V
R
》

「
⊥
2

【
D
n
D

Ω
》
ハ
O

ハ
∠
2

4
∠
マ

5．1

4．29

2
「
⊥

ロ
リ
R
）

期
印

熟
月

成
（

4
ワ
‘6

6 ハ
O
Q
》

ハ
Q
6

1
2

3a
翫

6．11

6．14

つ
9
86

6 Q
》
3

　
1

6
ハ
O

R
》
86

66．10

6．13

6．10

6．8

4
3

5．29

5．29

ワ
』
9

ハ
Q
な
U

7
Q
り

6
ハ
○

4
4

6
6
6
3

6
6
6
2

ハ
0
6

只
》
2

ハ
O
ハ
○

子実重
鴬）1廓

4・・71・・6

38・5浮00

上麦重
一
σ
当

（尭9） 比率

備
．
　 考

1961～63年

43・5・・5133・8・2・i

37・9…127・9…1
lg60～63年

39。81112139．511151
35。61．1・・134。41…t 1g60～64年

　ヤ28・51’27120・9

．22・5i… 199115遭

　1
139
　 1962年
100「
　t

43・41・・9…1ヨ

36・511001唱　「
lg60～62年

ll：鵬lll：翻・96・一62年

46．1’

38。5

　　　　　　イ　　　　　
12d　　36．α　　　ll51

　1　　　　　11961～62年
…13L2目・・1

55．811121＿　＿
　1　1
49・811001一…一
　サ
謝111： 二
　F

1961～63年

1961～63年

3・．・16g「一
一

43．2110α　＿　一
　し　　　ll：lilllill：1111i・962年

　1　　L　　l　　

1961～62年

26．81・26h8．ゴ ・22
2、．31、。。h5．。 、。。’962～63年

　1　　1　　 　　L
ll：lllll

　l

30．9

25．7

も　　　　

r　r・962年

一1型

4・．91・21

33・6い・q

　r　　l　　ll20　一i　－　I961～62年

lool；iゴ
1961年

38．71151＿l

　　　l」33・3i1001　1
1962～64年

32．5　mし

29。2　100
22．61、。81

　1　12LO11001

1
＿ r　l962～64年し

一i

　　　　　ド
19．8　　　145
　1　　 1961～62年
13．71エool

　i　　　l

電
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県

だ
Q
　
ハ
O

八
∠
　
24

4

ン
A

デル［
ゴ【ユ

ニ
交

伯東取鳥

島

山

　　　　　　　　　　 子実重上麦重名隔種名騰「舗鴬）1比端）1比率
　　　　　　　　　6．4i46．71・3r－ 一

　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　6．3：45．2　100　一　 一　　　　　　　　　　l　l　副二三巧一ノ帰ンロ 5．9　　　　　　　　－6．1・129．8h、5 28151、6。

L交

㎜

些…5・8 6・1・26・・…
・7・81…

香

備　 考

1961年

1962年

ロ　ニユーゴーノレデン…4・27　　　　　　　　　6．2i　l5．7
　1博　多　2　号i4．28i6。1、i20．0

ハ
O
Q
u

∩
∠
24

4

ン
ル

デ
【

ル
マF

コ

ゴ
生

［
晩

ユ
東

二
関

愛　　媛

　　179　－ 　－

100　－ 　一

　　 　　　　　　6．4　30。41113 　－1　＿
　　 　　　　
6・6126・91… r一

ニユーゴーノレデンi4．29
博　多　2　号i4・3・、一　一

福

佐

ワ
』
Q
》

R
》
5

ン
号

デル　
2

【ゴ
【
多

ユ
ニ
博

岡

ワ
エ
3

一
2
1

4。

4
・

ン
号

デ
レ
5

ノ【
マ
ヒ

コ

【
芝

ユ
ニ
ア

賀

熊　　本

宮崎高千穂

ン
号

デ
レ
5

ノ【
．
ヒ

コ一　
サ

ユ
ニ
ア

ニ　ユ　ー　ゴ　ー　ノレ　デ　ン

ア　サ　ヒ　19　号

4．27

4．17

5．2

4．22

　」
一1・一

r』1－

　 　　　　　　　
I　

「一 －
　　　I

ン
号

デレ
ロ
リ

ノ戸　
ヒ

ゴ卿　
サ

ユ
ニ
ア

島　
　

児鹿

1962年

ユ962，64年

1962年

1962年

　　I　　　l5．31　　　　　－r　　一　　　
一

　　一

　　　　　　　1962年　　l　　　5．23　　　　～1　　＿　　　＿　　r
　

＿

1
』 　　

」一．

5・29　　一　一1　一　一
　　　　　　　1962年5．23　＿　＿1＿　＿
　　　　』　　　　t
6．8

5．31

4．lg　　　5．19　

　　　　4・515・1・i

ヨ
ー

一　　 一 　　一i　　一

19δ1～62年

1932年

　注：　標準栽培の成績である。愛媛以下の子実重成績は雨害が著るしかったので省いた。

っぎに配布先における成績は第8表に示されてい　　ともにニユーゴーノレデンが多収である。また，栃木県。

る。栃木県における農業試験場本・分場の標準栽培で　　　内における現地試験の成績を県北・県中・県南にまと

は栃木ゴーノレデンメロンに比べて子実重および上麦重　　　めたものが第9表であるが，ニユーゴーノレデンはいす

　　　　　　第9表　 栃木県における現地試験成績

場　所

県

名種品 出穂期

⊆月日）、

成熟期

（月貝）

北 ニユーゴーノレデン　　5・4　　　　　　　　6．12　栃木　ゴ　ー　ノレデ　ン　　，5，6　 6．15

県　中

県　南

ニユーゴーノレデン
栃木ゴーノレデンメロン

ニユーゴーノレデン
栃木ゴーノレデンメロン

4。28

5．3

4．26
4．．30

R
》
Ω
∪

ハ
Q
6

7
∩
》

　
1

戸
0
6

　　レ子実重1上麦到
象當）購鴫）騰’燈、、

　ド40・7i　ll5　34．61331643
35。3100　26。1100 636

41．81121133．4
34・611・・124．3 137i641

1001、634

　
　
＞

白
量
％

蛋
　
（

粗
含

　
　
　

粒
合
％

　
　
（

選
歩

84．9

74．0

12．7

12．8

79．gll2．1
7・・2／］2．2

4L7106 37．Oill7　632『88．8　12．0

39・4 10031・61100　626 80．2　12，8

注：　標準栽培の成績である。

　県北：那須町，黒磯町，大由原嵐南那須楓今市市，馬頭町

　県中：矢板市，益子町，芳駕町，宇都宮市，粟野町，二宮町

　県南：問々田町，栃木市，佐野市，藤岡町，足利市
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第10表　育種地帯別成績

場　所 名種品 出穂期

（月日）

成熟期桿長
（月日）　（醜）

　　　　　　　　　　　　　　lI地帯1ニユ門ゴF一ノレデン　4・30！6・8

　　　　比較品種5．6 6．ll

　　　　　　　　　　　　　　

H地帯

皿地帯

ニユーゴー・ノレデン　　5。2i6。6

比較品種5．3 6．2

　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　ニユーコ。一ノレデン　　　4．301

比較品種15。1、

6．3

6．4

穂長
　（翻）

91

107

N地帯

91

104

ニユーゴーノレデン　　4．26

比較品種4．14

95

102

5・29i97

5・21tlO2

つ
り
77

6

穂数
　（本）

　　ヨ4当り1同標準

　　1子禰比剰

　　レ

4重！干粒重
、（ε）1（妥）

粒
合
殉

　
（

選
歩

419，39・O 　llO，652
464　　　35．4　　100　 　636　

2
6

7
ハ
O

7．7

7．3

7．6

6．7

な
U
30
4

3
つ
9

330

364

267

238

26．0　94i

27・8100
　
18．6i　89

21．O　lOO

20．2，　93

2L71100

41．5

38．6

白
量
殉

蛋
　
（
、

粗
含
㎜

596

608

591

529

608

630

181．プll．4

　68．7　　12．7

41．4　　82．8
39．4i68。51

12。5

13．7

37．2　　67．5

37．2170。5

　1

ll．6

11．9

11：1園1麗

注：標準栽培の成績である。

　1地帯：宮城，福島，茨城，栃木，群馬，埼｛三，千葉，東京，山梨，長野

　H地帯：滋賀，京都，鳥取，島根，福井
　皿地帯：神奈川，奈良，大阪，兵庫，岡田，山口，福岡，佐賀，熊本，愛媛

　lV地帯：宮崎，鹿児島

れの地帯でも多収を示している。

　群馬県においてはニユーゴーノレデンは栃木ゴーノレデ

ンメロンにくらべ収量の年次間差が少なく安定した多

収を示し，長野県においても試験場，現地のいずれに

おいても多収を示している。

　このようにニユーゴーノレデンは栃木，群馬，長野の

各県のほとんどの試験地で比較品種より多収を示して

いるが，さらにその適応地帯を明確にするため，その

・他の配布先における成績を含め，これを育種地帯別に

まとめてみたのが第10表であう。これによるとニユー

ゴー・ルデンは1地帯における大部分の試験地では多収

・を示したが，皿およびN地帯においてはほとんどの試

験地において比較品種より少収であった。H地帯では

増収を示した試験地と減収を示した試験地が相半ばし

た。

　また，ニユーゴールデンの出穂期は比較品種にくら

べて1地帯では4～7日，成熟期は2～5日早く，H

地帯では出穂期は同程度であるが成熟期は4日位遅

；い。皿地帯では出穂期および成熟期ともに同程度であ

り，IV地帯では8日以上遅れている。このようにニユ

’一ゴーノレデンこの熟期は，1地帯においては比較品種

より早まっているがその他の地帯においては相対的に

遅れている。

　稗長については地帯により一定した傾向は認められ

ないが，穂長は6・5～8・Oo躍でいずれの地帯でも比較品

種より長く，穂数はW地帯を除いて少ないことが認め

・られる。

　4重・千粒重などは比較品種と同じ

かやや優れている。

　以上のことの要約は各県におけるニ

ユーゴーノレデンに対する有望度によっ

てもっともよく表わざれているように

思われるので，それを図示すると第4

図のようになる。

鱗

勿z、

聯

皿

，
／

甥
■

z

第四図

四

國有翌

團やや縫

圏再検討

圏見込繊

ニユーゴーノレデンの試作県における

有望度の分布

注：1地帯の比較品種は栃木ゴーノレデンメロン，関東

　晩生ゴーノレ，キリン直1号

　H地帯の比較品種は交A，スワンハノレス，栃木ゴ

　ーノレデンメロン

　皿地帯の比較品種は交A，スワンハノレス，博多2

　号，関東晩生ゴール
　lV地帯の比較品種はアサヒ5号，アサヒ19号であ，

　る。
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　これによると1地帯の諸県では有望あるいはやや有

望視され豆地帯においても3県においてやや有望視さ

れている。しかし，皿・IV地帯の諸県においては再検

討に付すところが多い。このことからニユーゴーノレデ

ンを新品種として採用した県が1地帯の3県であった

こともうなずける。なお配布先の試作結果に認められ

るように，この系統の適応性はきわめて広く関東東山

地帯はもとより山陰地帯等においても有望視されてい

るので将来の普及面積はさらに増大するであろう。

栽培上の注意点：　ニユーゴーノレデンは栃木ゴーノレ

デンメロンにくらべて4重および千粒重がやや重く，

そのうえ穂数が少ないので播種量はやや多め（約20％

増）にする必要がある。また，施肥量もやや多めに

（20％増を限度）すれば多収を期待できるが倒れるほ

ど施肥すれば従来の晩生種と同様，粒の充実が悪くな

り，穀粒の理化学的性質が劣悪となるのでこの点充分

注意しなければならない。

〔育成従事者〕

年　　次　i世代

1950　（昭●25）　　交　　酉己

1951（〃26）　　Fl
l952　（　〃　　27）　　　　F2

1953（〃28）　F3
ユ954　（　〃　　29）　　　　F4

1955　（　〃　30）　　　　F5

1956　（　〃　　31）　　　　F6

1957（〃32）　F7
ユ958（〃33）　F8
1959（〃34）　Fg
l960　（　〃　35）　　　　F　lo

l951　（　〃　36）　　　　F　ll

l962　（　〃　37）　　　　F12

1963（〃38）　　F13

1964（〃39）　F14
1965　（　〃　40）　　　　F15

　　　　　育

日本・朝日大麦研究班

　　　〃

　　　〃

　　　〃
中lj1保，斎藤忠男

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

成　　従 事　　者 名

北条良夫・斎藤忠男

　〃　　　　　　〃

　〃　　　　〃　，藤平利夫，山野昌敏

　〃　，藤平利夫，沢畑　秀，　　〃　，川口数美

増田澄夫，川口数美，山野昌敏

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃　，米内貞夫

ク　　　　　〃

V摘 要

1　わが国におけるビーノレ麦の主要品種であるゴーノレ

デンメロン系品種の早生，短桿化を目標として1950

年に日本朝日大麦研究班において「エビス×アサヒ19

号」の交配が行なわれ，エ954年（F、）からは栃木県農

業試験場薬師寺分場（現南河内分場）において選抜固

定がはかられてきたが，この中から新品種ニユーゴー

．ノレデンが育成された。

2　ニューゴーノレデンはゴ・一ルデンメロン系品種にく

らべ，熟期は2～3日早く，稗長は約20傭低い。穂数

はやや少ないが穂は長大で粒もきわめて大きく，多収

である。稗は太く倒伏しにくく，多肥栽培やドリノレ栽

培に適する。品質はゴーノレデンメロン系品種と同等で

ある。

3　ニユーゴールデンの適応地帯は関東東山地帯の平

坦部を中心に山陰を含めた本州内陸地帯であって，ゴ

ーノレデンメ、＝・ン系品種に全面的におきかわって普及す

るものと考えられる。1965年に栃木，群馬，長野の3

県で奨励品種に採用され，普及に移された。
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二条大麦新品種rニューゴールデン」について
中山　保・増田澄夫・川口数美・山野昌敏・斎藤忠男
北条良夫・藤平利夫・沢畑　秀・米内貞夫
療
1　緒
言
　わが国で二条大麦の栽培をみるようになったのは比
較的近年のことである。すなわち，明治初頭ビーノレ工
業が興るとともにその原料供給を目的として作られた
のがはじめで，それ以前には在来種も存在しなかった
といわれている。したがってこの時の栽培ばすべて外
園から導入した品種についてはじめられている。
　しかしながら，導入先での麦作はほとんとが春播で
あったため，北海道は別としても，秋播しか行なわな
い内地の風土に適するものは少なかった。ただその中
にあってゴーソレデンメロンだけがきわめて良い成績を
示し，明治末期には北海道から鹿児島まで34府県にお
いて栽培されるに至った。その後も各府県の農事試験
場あるいは醸造会社等によってこの品種の純系分離が
すすめられ，我が国のビーノレ麦作はすべてこのゴーノレ
デンメロン系品種によって形作られることとなった。
　これはこの品種が従来の六条大麦にくらべて，かな
り多収の上耐寒性も強く，広い適応性を有していたと
同時に，粒が豊満で穀皮が薄い等醸造上有利な性質を
具えていたことによるのであろう。
　しかしながら，熟期がきわめておそく，桿が高い点
は栽培上の立場からは不利で，この点の改良を目的と
した育種が大正末期より醸造会社の手によりはじめら
れ，戦前には博多2号が戦後にはアサヒ5号・アサヒ
19号・改良二条種・関東中生ゴール・向陽等が育成さ
れた。しかし博多2号・向陽を除き，いずれも醸造上
の品質が劣りビーノレ原料として不適当とされ，結局最
近に至るまでゴーノレデンメロン系の品種が栽培の中’腿
となっていた。
　しかし戦後ビーノレ麦の需要増にともなって栽培が増
加するにつれ，上記の長桿・晩熟の欠点は耕作上，ま
たは経営上大きな支障となりこの点の改良を望む声は．
さらに大きくなった。ここでわが国一のビール麦生産
県であった栃木県は昭和29年に農業試験場薬師寺分場・
（現南河内分場）を設置し，ビーノレ麦の品質改善とと
もにその品種改良試験に着手した。その後，昭和32年
にはこの品種改良部門は農林省の育種指定試験地とな
り全国を対象とした品種育成を行なうこととなって今一
日に至った。
　この間の主要育種目標は早生，強桿，良質にあった
ことはいうまでもないが，当場で育成された「関東二
条1号」はこの点を満足するものの一つとして1965
年（昭和40年）二条大麦農林1号として登録，「ニユ
ーゴールデン」と命名され，栃木，群馬，長野の各県一
において奨励品種に採用された。ここにその育成経過．
と特性ならびに適応地帯等について報告する。
　なお，本品種の育成にあたり，系統を移譲された麦二
酒酒造組合ならびに地域適応性および特性検定に御協・
力をいただいた関係都府県農試に対し，深甚な謝意を
表する。
豆　育成　経過
　交配〜F3世代：　1951年（昭和26年）春，日本・朝1
日麦酒株式会社編成の大麦研究班によって「エビス」
を母とし「アサヒ19号」を父として人工交配が行なわ・
　　　　　　　　　ゴーノレデンメロンー：
　　　　　　　　　　　　　　　　　i・…一…一……金子ゴーノレデンーエ　ビ　スー
　　　　　　　　　四　　　　　　石…
大　　正　　麦r
ゴー・メ・ン」一饗鴛うン世1　　一・　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
アサヒ19号一
　　　　　　　　　Chevamer−　Prior一　南濠州シバリー　一
第1図　　ニユーゴールデンの系統図
ニユーゴーノレデ“
ン
　　　　純糸分離
　　　1一人工交配
二二二二二ニコ・一・自然交雑
�



